
(57)【要約】

【課題】　映像全体の内容を視聴者が的確に把握しやす

い要約映像を作成する要約映像作成装置を実現する。

【解決手段】　映像データ５１に基づき、映像の各部に

ついてショットの継続時間の長さに応じた特徴を認識す

るショット分析部１２と、映像データ５１に基づき、映

像の各部について映像の動きの激しさに応じた特徴を認

識する映像分析部１３と、上記認識結果に基づき、映像

データ５１のうち強調区間（アクション区間、緊迫した

区間、落ち着いた区間）に該当する区間を特定する区間

抽出部１７と、上記認識結果に基づき、各強調区間の間

の従属度６３を検出する従属度検出部１８と、上記認識

結果と、上記検出結果とに基づき、強調区間から要約映

像に採用すべき部分を決定する要約映像生成部１９とを

要約映像作成装置１に備える。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 映 像 を 構 成 す る 各 シ ョ ッ ト の 長 さ と 、 映 像 に お け る 動 き の 激 し さ と に 基 づ い て 特 定 可 能
な 強 調 区 間 を 含 ん だ 映 像 か ら 、 要 約 映 像 を 作 成 す る 映 像 編 集 装 置 に お い て 、
　 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認
識 す る シ ョ ッ ト 認 識 手 段 と 、
　 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る
映 像 認 識 手 段 と 、
　 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ の う ち
強 調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 す る 強 調 区 間 特 定 手 段 と 、
　 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間 の 間 の
従 属 度 合 を 検 出 す る 従 属 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 と 、 前 記 従 属 度 検 出 手 段 に よ
る 検 出 結 果 と に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 要 約 作 成 手 段
と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 映 像 編 集 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 は 、 認 識 結 果 と し て 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 を 示 す 特 徴 量 と 、 シ ョ
ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 と を 生 成 し 、
　 前 記 映 像 認 識 手 段 は 、 認 識 結 果 と し て 、 映 像 の 動 き の 激 し さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 を 生 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 映 像 編 集 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 映 像 デ ー タ に 付 加 さ れ た 音 声 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 音 声 に 含 ま れ る 楽 器
音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る 音 声 認 識 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 強 調 区 間 特 定 手 段 は 、 さ ら に 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー
タ の う ち 強 調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 し 、
　 前 記 従 属 度 検 出 手 段 は 、 さ ら に 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間
の 間 の 従 属 度 合 を 検 出 し 、
　 前 記 要 約 作 成 手 段 は 、 さ ら に 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら
要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 映 像 編
集 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 音 声 認 識 手 段 は 、 認 識 結 果 と し て 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 を 示 す 特 徴 量
を 生 成 す る こ と と 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 映 像 編 集 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 主 体 の 存 在 を 検 出 す る 主 体 検 出 手 段 を さ
ら に 備 え 、
　 前 記 要 約 作 成 手 段 は 、 さ ら に 前 記 主 体 検 出 手 段 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら
要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 映 像 編
集 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 映 像 編 集 装 置 を 動 作 さ せ る 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム で
あ っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 前 記 各 手 段 と し て 機 能 さ せ る た め の 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体
。
【 請 求 項 ８ 】
　 映 像 を 構 成 す る 各 シ ョ ッ ト の 長 さ と 、 映 像 に お け る 動 き の 激 し さ と に 基 づ い て 特 定 可 能
な 強 調 区 間 を 含 ん だ 映 像 か ら 、 要 約 映 像 を 作 成 す る 映 像 編 集 方 法 に お い て 、
　 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認
識 す る シ ョ ッ ト 認 識 処 理 と 、
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　 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る
映 像 認 識 処 理 と 、
　 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ の う ち
強 調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 す る 強 調 区 間 特 定 処 理 と 、
　 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間 の 間 の
従 属 度 合 を 検 出 す る 従 属 度 検 出 処 理 と 、
　 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 と 、 前 記 従 属 度 検 出 処 理 に よ
る 検 出 結 果 と に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 要 約 作 成 処 理
と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 映 像 編 集 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 映 画 や テ レ ビ ド ラ マ な ど ス ト ー リ ー を 有 す る 映 像 か ら 要 約 映 像 を 作 成 す る た
め の 映 像 編 集 装 置 、 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム 、 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読
み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 、 お よ び 映 像 編 集 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で の 通 信 速 度 の 増 大 に よ り 、 映 像 配 信 や デ ィ ジ タ ル 放 送 の 利 用 が 一 般
的 に な り つ つ あ り 、 ま た 、 Ｈ Ｄ Ｄ 内 蔵 の ビ デ オ レ コ ー ダ な ど が 普 及 し て き て い る こ と か ら
、 ユ ー ザ は 多 く の 映 像 を イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 取 得 し 、 そ れ ら を 蓄 積 し 、 視 聴 す る こ と
が 可 能 と な っ て き て い る 。 そ の た め ユ ー ザ は 、 多 く の 映 像 の 中 か ら 観 た い 映 像 を 選 択 す る
必 要 が あ る 。 短 時 間 で 映 像 の 内 容 や 雰 囲 気 を 理 解 す る こ と を 目 的 と し た 手 法 の 一 つ と し て
、 映 像 を 要 約 す る 手 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 映 像 に は ド ラ マ 、 映 画 、 ス ポ ー ツ 、 ニ ュ ー ス 、 音 楽 番 組 な ど 様 々 な も の が 存 在 す る が 、
特 に 映 画 や ド ラ マ は 時 間 が 長 い た め 、 短 時 間 で 内 容 が 理 解 し や す い 要 約 映 像 を 作 成 す る こ
と が で き れ ば 、 ユ ー ザ に と っ て は 有 用 な も の と な る 。 例 え ば 、 蓄 積 し た 映 画 を ブ ラ ウ ジ ン
グ す る 場 合 、 映 画 評 論 家 が 過 去 に 観 た 映 画 の 紹 介 や 批 評 を 書 く 際 に そ の 映 画 の 内 容 を 思 い
出 し た い 場 合 な ど で は 、 特 に 要 約 映 像 の 有 用 性 が 高 い 。 映 画 を 対 象 と し た 映 像 要 約 に 関 す
る 技 術 と し て は 次 の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 非 特 許 文 献 １ で は 、 主 要 人 物 の ク ロ ー ス ア ッ プ 、 銃 声 や 爆 発 、 タ イ ト ル や テ ロ ッ プ な ど
の 特 別 な イ ベ ン ト を 検 出 し 、 こ れ ら を つ な ぎ 合 わ せ る こ と で 映 画 の 予 告 編 を 目 的 と し た 要
約 映 像 を 作 成 し て い る 。 ま た 、 非 特 許 文 献 ２ で は 、 ド ラ マ の 心 理 的 印 象 の 高 い 区 間 に 注 目
し 、 音 楽 の 開 始 や 終 了 、 カ ッ ト が 頻 出 す る 箇 所 な ど 心 理 的 に 重 要 な 箇 所 を 切 り 出 し た 要 約
映 像 を 作 成 し て い る 。 ま た 、 非 特 許 文 献 ３ で は 、 視 聴 者 が 視 覚 、 聴 覚 に 注 意 を 向 け る 要 素
を 元 に し て 作 成 し た User Attention Modelに 基 づ き 、 視 聴 者 が 注 意 を 向 け た と 考 え ら れ る
区 間 を 要 約 映 像 に 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 非 特 許 文 献 ４ で は 、 シ ョ ッ ト を 視 覚 的 な 類 似 度 に 基 づ き ク ラ ス タ リ ン グ し 、 各 ク
ラ ス タ か ら 一 番 長 い シ ョ ッ ト を 要 約 映 像 と し て 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 ５ で は 、 画 像 、 音 の 特 徴 か ら 映 画 を シ ョ ッ ト 、 ス ト ー リ ・ ユ ニ ッ ト 、
シ ー ン に 構 造 化 し 、 そ れ ぞ れ の 単 位 に お け る 従 属 性 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 映 画 の 文 脈
を 考 慮 に 入 れ た 要 約 映 像 を 作 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ で は 、 各 シ ョ ッ ト ま た は シ ー ン に 対 応 し て 付 与 さ れ た 情 報 に 基 づ い て
作 成 さ れ た 当 該 シ ョ ッ ト ま た は シ ー ン の 評 価 値 を 用 い る こ と に よ り 映 像 を 抽 出 す る 技 術 が
開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｗ Ｏ ０ ０ ／ ４ ０ ０ １ １ （ 国 際 公 開 日 ２ ０ ０ ０ 年 ７ 月 ６ 日 ）
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【 非 特 許 文 献 １ 】 R. Lienhart, S. Pfeiffer, W. Effelsberg, “ Video Abstracting” , 
Communications of the ACM, Vol. 40, No. 12, pp. 55-62, Dec. 1997.
【 非 特 許 文 献 ２ 】 森 山 剛 , 坂 内 正 夫 , “ ド ラ マ 映 像 の 心 理 的 内 容 に 基 づ い た 要 約 映 像 の 生
成 ” , 電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌 , Vol. J84-D-II, No. 6, pp. 1122-1131, Jun. 2001.
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Yu-Fei Ma, Lie Lu, Hong-Jiang Zhang, Mingjing Li, “ A User Atten
tion Model for Video Summarization” , Proc. of ACM Multimedia, pp. 533-542, Dec.
 2002.
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Yihong Gong, Xin Liu, “ Summarizing Video by Minimizing Visual C
ontent Redundancies” , IEEE International Conference on Multimedia and Expositio
n, pp. 788-791, 2001.
【 非 特 許 文 献 ５ 】 加 藤 和 也 , 吉 高 淳 夫 , 平 川 正 人 , “ 文 脈 を 考 慮 に 入 れ た 映 画 の 要 約 作 成
” , 情 報 処 理 学 会 研 究 報 告 , Vol. 2002, No. 25, pp. 25-30, Mar. 2002.
【 非 特 許 文 献 ６ 】 ダ ニ エ ル ・ ア リ ホ ン 著 , 岩 本 憲 児 , 出 口 丈 人 訳 , “ 映 画 の 文 法 ” , 紀 伊
國 屋 書 店 , 1980.
【 非 特 許 文 献 ７ 】 阿 久 津 明 人 , 外 村 佳 伸 , “ 投 影 法 を 用 い た 映 像 の 解 析 手 法 と 映 像 ハ ン ド
リ ン グ へ の 応 用 ” , 電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌 , Vol. J79-D-II, No. 5, pp. 675-686, May
 1996.
【 非 特 許 文 献 ８ 】 川 崎 智 広 , 吉 高 淳 夫 , 平 川 正 人 , 市 川 忠 男 , “ 映 画 に お け る 音 楽 、 効 果
音 の 抽 出 及 び 印 象 評 価 手 法 の 提 案 ” , 信 学 技 報 , MVE97-96, pp. 23-29, 1998.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 非 特 許 文 献 １ ～ ３ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 特 定 の 特 徴 が 検 出 さ れ た 区 間 を 単 純 に つ
な ぎ 合 わ せ て い る に 過 ぎ な い 。 し た が っ て 、 こ の よ う な 技 術 に よ っ て 作 成 さ れ た 要 約 映 像
は 、 断 片 的 な 映 像 に な っ て し ま い 、 映 像 に お い て ど の よ う な 出 来 事 が 起 こ っ て い る の か を
十 分 に 知 る こ と が 困 難 で あ る 上 に 、 そ の 出 来 事 の 前 後 関 係 が 分 か り 難 い 要 約 映 像 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 非 特 許 文 献 ４ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 視 覚 的 に 冗 長 な シ ョ ッ ト を 除 い た に 過
ぎ ず 、 映 像 の 内 容 を 伝 え る 上 で 重 要 な シ ョ ッ ト の 選 択 は さ れ て い な い 。 ま た 、 各 ク ラ ス タ
か ら 一 番 長 い シ ョ ッ ト を 要 約 映 像 と し て 採 用 し て い る が 、 映 像 の 内 容 を 伝 え る 上 で 一 番 長
い シ ョ ッ ト が 重 要 で あ る と は 必 ず し も い え な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 非 特 許 文 献 ４ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 文 脈 を 考 慮 し て い る が 、 従 属 関 係 に あ
る シ ョ ッ ト す べ て を 要 約 映 像 に 採 用 し て い る た め 、 要 約 映 像 に 偏 り が あ り 映 像 全 体 の 話 の
内 容 を 知 る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 評 価 値 を 作 成 す る 際 に 用 い る 情 報 の 付 与 に 関
し て は 、 評 価 者 に よ る 主 観 的 な 評 価 を 行 う こ と が 開 示 さ れ て い る 以 外 に は 、 具 体 的 な 技 術
内 容 が 開 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 従 来 の 技 術 で は 、 映 像 の 内 容 を 的 確 に 把 握 す る こ と が で き る よ う な 要 約
映 像 を 作 成 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 映 像 全 体 の 内 容 を
視 聴 者 が 的 確 に 把 握 し や す い 要 約 映 像 を 作 成 す る 映 像 編 集 装 置 お よ び 映 像 編 集 方 法 を 実 現
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 装 置 は 、 映 像 を 構 成 す る 各 シ ョ ッ ト の 長 さ と 、 映 像 に お け る 動 き
の 激 し さ と に 基 づ い て 特 定 可 能 な 強 調 区 間 を 含 ん だ 映 像 か ら 、 要 約 映 像 を 作 成 す る 映 像 編
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集 装 置 で あ っ て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て
シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る シ ョ ッ ト 認 識 手 段 と 、 映 像 デ ー タ に 基
づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る 映 像 認 識 手 段 と 、
前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ の う ち 強
調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 す る 強 調 区 間 特 定 手 段 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像
認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間 の 間 の 従 属 度 合 を 検 出 す る 従 属 度 検 出 手 段
と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 と 、 前 記 従 属 度 検 出 手 段 に
よ る 検 出 結 果 と に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 要 約 作 成 手
段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 方 法 は 、 映 像 を 構 成 す る 各 シ ョ ッ ト の 長 さ と 、 映 像 に お け
る 動 き の 激 し さ と に 基 づ い て 特 定 可 能 な 強 調 区 間 を 含 ん だ 映 像 か ら 、 要 約 映 像 を 作 成 す る
映 像 編 集 方 法 で あ っ て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に
つ い て シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る シ ョ ッ ト 認 識 処 理 と 、 映 像 デ ー
タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る 映 像 認 識 処
理 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ の
う ち 強 調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 す る 強 調 区 間 特 定 処 理 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ
び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間 の 間 の 従 属 度 合 を 検 出 す る 従 属 度 検
出 処 理 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 と 、 前 記 従 属 度 検 出
処 理 に よ る 検 出 結 果 と に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 要 約
作 成 処 理 と を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 映 画 や テ レ ビ ド ラ マ な ど ス ト ー リ ー を 有 す る 映 像 に お い て は 、 撮 影 や 編 集 の 際 に 、 特 定
の 意 味 や 意 図 を 強 調 す る 目 的 で 「 映 画 の 文 法 」 と い う 技 法 が 使 用 さ れ る 。 映 画 の 文 法 で は
、 内 容 が 効 果 的 に 視 聴 者 に 伝 わ る よ う に 編 集 上 強 調 さ れ た 区 間 と し て 、 ア ク シ ョ ン 区 間 、
緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 が 設 定 さ れ る 。 こ こ で 、 ア ク シ ョ ン 区 間 と は 、 短 い シ ョ ッ
ト が 連 続 し 、 か つ 、 映 像 の 動 き が 激 し い 傾 向 に あ る 区 間 で あ り 、 緊 迫 し た 区 間 と は 、 シ ョ
ッ ト の 長 さ が 徐 々 に 短 く な る 傾 向 に あ る 区 間 で あ り 、 落 ち 着 い た 区 間 と は 、 長 い シ ョ ッ ト
が 連 続 し 、 か つ 、 映 像 の 動 き が 緩 や か な 傾 向 に あ る 区 間 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 映 画 の 文 法 に よ る と 、 こ れ ら 区 間 の 間 に は 、 原 因 と 結 果 の 関 係 （ 従 属 関 係 ） が 成
り 立 っ て い る 場 合 が あ り 、 従 属 関 係 に あ る 区 間 は 結 合 さ れ る こ と に よ り 内 容 が 明 確 に 伝 達
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ こ で 、 上 記 構 成 お よ び 方 法 で は 、 全 体 映 像 を 的 確 に 要 約 し た 要 約 映 像 を 作 成 す る た め
に 、 上 記 編 集 上 強 調 さ れ た 区 間 を 強 調 区 間 と し て 特 定 す る と と も に 、 強 調 区 間 の 間 の 従 属
関 係 を 考 慮 し て 、 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 す な わ ち 、 上 記 構 成 お よ び 方 法 で は 、 映 像 の 各 部 に つ い て 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ
に 応 じ た 特 徴 と 、 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 と を 認 識 す る た め 、 こ れ ら に 基 づ い て
、 ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 を 強 調 区 間 と し て 特 定 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 強 調 区 間 の 間 の 従 属 関 係 の 度 合 （ 従 属 度 合 ） は 、 各 強 調 区 間 の 特 徴 的 性 質 の 度 合
（ ア ク シ ョ ン 性 度 合 、 緊 迫 性 度 合 、 落 ち 着 き 性 度 合 ） の 差 と し て 捉 え る こ と が で き る 。 上
記 構 成 お よ び 方 法 で は 、 映 像 の 各 部 に つ い て 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 と
、 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 と を 認 識 す る た め 、 こ れ ら に 基 づ い て 各 強 調 区 間 の ア
ク シ ョ ン 性 度 合 、 緊 迫 性 度 合 、 落 ち 着 き 性 度 合 を 認 識 し 、 各 強 調 区 間 の 間 の 従 属 度 合 を 検
出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 そ し て 、 上 記 構 成 お よ び 方 法 で は 、 上 記 の と お り 各 強 調 区 間 の ア ク シ ョ ン 性 度 合 、 緊 迫
性 度 合 、 落 ち 着 き 性 度 合 を 認 識 す る こ と が で き 、 ま た 、 各 強 調 区 間 の 間 の 従 属 度 合 も 検 出
す る こ と が で き る た め 、 こ れ ら に 基 づ い て 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定
す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 上 記 構 成 お よ び 方 法 で は 、 映 画 の 文 法 に 即 し た 要 約 映 像 、 つ ま り 編 集 上 強
調 さ れ た 強 調 区 間 と 、 こ れ ら 強 調 区 間 の 間 の 従 属 関 係 を 反 映 す る こ と に よ り 、 全 体 の 内 容
を 視 聴 者 が 的 確 に 把 握 し や す い 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 装 置 は 、 上 記 映 像 編 集 装 置 に お い て 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 は 、
認 識 結 果 と し て 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 を 示 す 特 徴 量 と 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 を
示 す 特 徴 量 と を 生 成 し 、 前 記 映 像 認 識 手 段 は 、 認 識 結 果 と し て 、 映 像 の 動 き の 激 し さ 度 合
を 示 す 特 徴 量 を 生 成 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 構 成 で は 、 映 像 の 各 部 に つ い て 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 を 示 す 特 徴 量 、 シ ョ ッ ト の 継
続 時 間 の 長 さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 、 映 像 の 動 き の 激 し さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 を 生 成 す る 。 こ こ
で 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 と は 、 映 像 全 体 に 対 す る 各 部 の シ ョ ッ ト の 相 対 的 な 長
さ の 度 合 で あ り 、 映 像 の 動 き の 激 し さ 度 合 と は 、 映 像 全 体 に 対 す る 各 部 の 動 き の 相 対 的 な
激 し さ の 度 合 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 強 調 区 間 と し て の ア ク シ ョ ン 区 間 は 、 短 い シ ョ ッ ト が 連 続 し 、 か つ 、
映 像 の 動 き が 激 し い 傾 向 に あ る 区 間 で あ り 、 緊 迫 し た 区 間 は 、 シ ョ ッ ト の 長 さ が 徐 々 に 短
く な る 傾 向 に あ る 区 間 で あ り 、 落 ち 着 い た 区 間 は 、 長 い シ ョ ッ ト が 連 続 し 、 か つ 、 映 像 の
動 き が 緩 や か な 傾 向 に あ る 区 間 で あ る の で 、 上 記 各 特 徴 量 を 用 い る こ と に よ り 、 比 較 的 簡
単 な 演 算 に よ っ て 強 調 区 間 の 特 定 、 従 属 度 合 の 検 出 、 要 約 映 像 と し て 採 用 す べ き 映 像 部 分
の 決 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 装 置 は 、 上 記 映 像 編 集 装 置 に お い て 、 映 像 デ ー タ に 付 加 さ れ た 音
声 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 音 声 に 含 ま れ る 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ に 応
じ た 特 徴 を 認 識 す る 音 声 認 識 手 段 を さ ら に 備 え 、 前 記 強 調 区 間 特 定 手 段 は 、 さ ら に 前 記 音
声 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ の う ち 強 調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 し
、 前 記 従 属 度 検 出 手 段 は 、 さ ら に 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間
の 間 の 従 属 度 合 を 検 出 し 、 前 記 要 約 作 成 手 段 は 、 さ ら に 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果
に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 映 像 に は 音 声 が 付 加 さ れ て い る 場 合 が 多 く 、 こ の 場 合 、 ア ク シ ョ ン 区 間 、 落 ち 着 い た 区
間 の 特 徴 的 性 質 は 、 上 記 音 声 に 含 ま れ る 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ と し て も 現 れ る 。 す
な わ ち 、 ア ク シ ョ ン 区 間 で は 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 短 い 傾 向 に あ り 、 落 ち 着 い た 区 間 で
は 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 長 い 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ こ で 上 記 構 成 で は 、 映 像 の 各 部 に つ い て 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 と
、 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 と に 加 え て 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特
徴 を 認 識 し 、 こ れ ら に 基 づ い て 強 調 区 間 の 特 定 、 従 属 度 合 の 検 出 、 要 約 映 像 と し て 採 用 す
べ き 映 像 部 分 の 決 定 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 よ り 的 確 な 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 装 置 は 、 上 記 映 像 編 集 装 置 に お い て 、 前 記 音 声 認 識 手 段 は 、 認 識
結 果 と し て 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 を 生 成 す る も の で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 上 記 構 成 で は 、 映 像 の 各 部 に つ い て 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 を
生 成 す る 。 こ こ で 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 と は 、 旋 律 を 構 成 す る 音 の 長 さ の 度
合 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た よ う に 、 ア ク シ ョ ン 区 間 で は 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 短 い 傾 向 に あ り 、 落 ち 着
い た 区 間 で は 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 長 い 傾 向 に あ る の で 、 上 記 特 徴 量 を 用 い る こ と に よ
り 、 比 較 的 簡 単 な 演 算 に よ っ て 強 調 区 間 の 特 定 、 従 属 度 合 の 検 出 、 要 約 映 像 と し て 採 用 す
べ き 映 像 部 分 の 決 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 装 置 は 、 上 記 映 像 編 集 装 置 に お い て 、 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像
の 各 部 に つ い て 映 像 主 体 の 存 在 を 検 出 す る 主 体 検 出 手 段 を さ ら に 備 え 、 前 記 要 約 作 成 手 段
は 、 さ ら に 前 記 主 体 検 出 手 段 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ
き 部 分 を 決 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 映 像 主 体 と は 、 映 像 上 の 比 較 的 大 き な 部 分 を 占 め る よ う に 撮 影 さ れ た 登 場 人 物 や 各 種 物
体 で あ り 、 そ れ ら は し ば し ば あ る 一 定 以 上 の 大 き さ で 、 一 定 範 囲 の 色 相 で 構 成 さ れ 、 か つ
、 周 辺 と の コ ン ト ラ ス ト が 大 き な オ ブ ジ ェ ク ト で あ る 。 映 像 主 体 の 存 在 す る 部 分 は 、 映 像
の 内 容 を 視 聴 者 に 伝 え る 上 で 重 要 な 部 分 と な り 、 そ の 部 分 を 優 先 的 に 採 用 し た 要 約 映 像 は
、 そ れ を 考 慮 し な い も の に 比 べ て 、 映 像 の 内 容 を 理 解 し や す く な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ こ で 上 記 構 成 で は 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 主 体 の 存 在 を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 基
づ い て 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 。 こ れ に よ り 、 よ り 的 確 な 要 約
映 像 を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 映 像 編 集 装 置 を 動 作 さ せ る 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 コ ン ピ
ュ ー タ を 前 記 各 手 段 と し て 機 能 さ せ る た め の 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム と し て 実 現 す る こ と も で
き 、 こ の 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て 実 現
す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い
て シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る シ ョ ッ ト 認 識 手 段 と 、 映 像 デ ー タ に
基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る 映 像 認 識 手 段 と
、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ の う ち
強 調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 す る 強 調 区 間 特 定 手 段 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映
像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間 の 間 の 従 属 度 合 を 検 出 す る 従 属 度 検 出 手
段 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 手 段 お よ び 映 像 認 識 手 段 に よ る 認 識 結 果 と 、 前 記 従 属 度 検 出 手 段
に よ る 検 出 結 果 と に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 要 約 作 成
手 段 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 映 像 編 集 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 映 像 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部
に つ い て シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る シ ョ ッ ト 認 識 処 理 と 、 映 像 デ
ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る 映 像 認 識
処 理 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ
の う ち 強 調 区 間 に 該 当 す る 区 間 を 特 定 す る 強 調 区 間 特 定 処 理 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お
よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間 の 間 の 従 属 度 合 を 検 出 す る 従 属 度
検 出 処 理 と 、 前 記 シ ョ ッ ト 認 識 処 理 お よ び 映 像 認 識 処 理 に よ る 認 識 結 果 と 、 前 記 従 属 度 検
出 処 理 に よ る 検 出 結 果 と に 基 づ き 、 強 調 区 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 要
約 作 成 処 理 と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 こ れ に よ り 、 映 画 の 文 法 に 即 し た 要 約 映 像 、 つ ま り 編 集 上 強 調 さ れ た 強 調 区 間 と 、 こ れ
ら 強 調 区 間 の 間 の 従 属 関 係 を 反 映 す る こ と に よ り 、 全 体 の 内 容 を 視 聴 者 が 的 確 に 把 握 し や
す い 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 映 画 の 撮 影 や 編 集 の 際 に 制 作 者 に よ っ て 、 特 定 の 意 味 や 意 図 を 強 調 す る 目
的 で 使 用 さ れ る 「 映 画 の 文 法 」 に 基 づ き 、 内 容 が 効 果 的 に 視 聴 者 に 伝 わ る よ う に 、 編 集 上
強 調 さ れ た 区 間 と し て ア ク シ ョ ン 区 間 （ ア ク シ ョ ン シ ー ン ） 、 緊 迫 し た 区 間 （ 緊 迫 し た シ
ー ン ） 、 落 ち 着 い た 区 間 （ 落 ち 着 い た シ ー ン ） と 、 そ れ ら の 区 間 と 従 属 関 係 に あ る 区 間 を
抽 出 す る 。 そ し て 制 約 時 間 を 満 た す よ う に 、 重 要 度 の 高 い 順 に そ れ ら の 区 間 内 の シ ョ ッ ト
を 要 約 映 像 と し て 採 用 す る 。 し た が っ て 、 強 調 さ れ た 区 間 だ け で な く そ れ に 至 る 経 緯 も 要
約 映 像 に 含 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 映 画 の 内 容 と 文 脈 が 理 解 し や す い 要 約 映 像 の
作 成 手 法 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に つ い て 図 １ か ら 図 １ ５ に 基 づ い て 説 明 す る と 以 下 の 通 り で あ る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ． 処 理 内 容
　 １ ． １ 　 映 画 の 文 法
　 映 画 に は 、 撮 影 や 編 集 の 際 に 制 作 者 に よ っ て 特 定 の 意 味 や 意 図 を 強 調 す る 目 的 で 使 用 さ
れ る 技 法 が あ る 。 そ れ を 「 映 画 の 文 法 」 と い う （ 非 特 許 文 献 ６ ： ダ ニ エ ル ・ ア リ ホ ン 著 , 
岩 本 憲 児 , 出 口 丈 人 訳 , “ 映 画 の 文 法 ” , 紀 伊 國 屋 書 店 , 1980.参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 映 画 の 文 法 に よ る と 、 編 集 上 強 調 さ れ た 区 間 で あ る ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落
ち 着 い た 区 間 の 特 性 と し て 次 の こ と が 述 べ ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ア ク シ ョ ン 区 間 は 、 短
い シ ョ ッ ト が 連 続 し 、 か つ 、 映 像 の 動 き が 激 し い 区 間 で あ り 、 緊 迫 し た 区 間 は 、 シ ョ ッ ト
の 長 さ が 徐 々 に 短 く な る 区 間 で あ り 、 落 ち 着 い た 区 間 は 、 長 い シ ョ ッ ト が 連 続 し 、 か つ 、
映 像 の 動 き が 緩 や か な 区 間 で あ る 。 ま た 、 映 画 の 文 法 に よ る と 、 効 果 的 な 内 容 伝 達 に は 、
原 因 と 結 果 の 関 係 に あ る 区 間 を 結 合 す る こ と が 重 要 で あ る こ と が 述 べ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ ． ２ 　 処 理 の 流 れ
　 映 画 の 文 法 に 基 づ き 、 話 の 内 容 を 視 聴 者 に 効 果 的 に 伝 え る た め に 、 編 集 上 強 調 さ れ た 区
間 と し て 、 ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 を 抽 出 す る 。 そ の 際 、 各 シ ョ
ッ ト に お い て 、 シ ョ ッ ト の 長 さ 、 画 像 の 動 き の 激 し さ や 緩 や か さ に 基 づ き 、 シ ョ ッ ト の 性
質 と し て 、 ア ク シ ョ ン 性 、 緊 迫 性 、 落 ち 着 き 性 を 定 義 す る 。 そ し て 性 質 を 表 す 値 が 連 続 し
て 高 い 値 を と る シ ョ ッ ト 群 を そ れ ぞ れ ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 と
す る 。 こ れ ら ３ つ の 区 間 を 抽 出 し 、 各 性 質 を 表 す 値 の 高 い 順 に 要 約 映 像 を 作 成 す る 際 の 候
補 と す る こ と に よ り 、 映 画 の 中 で 編 集 上 強 調 さ れ た 区 間 を 要 約 映 像 に 加 え る こ と が 可 能 と
な り 、 そ の 要 約 映 像 は 映 画 の 内 容 が 分 か り や す い も の と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 シ ョ ッ ト と は 一 台 の カ メ ラ か ら 撮 影 さ れ た 連 続 す る フ レ ー ム の 集 合 の こ と で あ
る 。 ま た カ ッ ト と は 、 シ ョ ッ ト の 境 界 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 シ ョ ッ ト の 性 質 と し て 、 ア ク シ ョ ン 性 、 緊 迫 性 、 落 ち 着 き 性 を 定 義 す る 際 に は 、
そ の シ ョ ッ ト に 同 期 し て 再 現 さ れ る 楽 曲 の テ ン ポ も 考 慮 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 抽 出 し た 区 間 を 要 約 映 像 に 加 え る か 否 か を 判 断 す る 際 に は 、 主 体 （ 映 像 主 体 ） の
存 在 を 考 慮 す る こ と が 望 ま し い 。 主 体 の 存 在 す る シ ョ ッ ト は 、 話 の 内 容 を 視 聴 者 に 伝 え る
上 で 重 要 な シ ョ ッ ト と な り 、 そ の シ ョ ッ ト を 中 心 に 採 用 し た 要 約 映 像 は 、 そ れ を 考 慮 し な
い も の に 比 べ て 、 映 画 の 内 容 を 理 解 し や す く な る 。 画 像 の 中 で 強 調 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク
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ト が 主 体 で あ る 可 能 性 が 高 い こ と か ら 、 あ る 一 定 以 上 の 大 き さ で 、 同 一 色 で 輝 度 の 変 化 が
周 囲 と 異 な る オ ブ ジ ェ ク ト が 存 在 す る シ ョ ッ ト を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 の い ず れ か ２ つ の 区 間 が 隣 接 し
て い る 場 合 、 そ れ ら の 区 間 に は 原 因 と 結 果 を 表 す 従 属 関 係 が あ る 。 そ の た め 、 そ れ ら ２ つ
の 区 間 を 含 め た 要 約 映 像 は 、 含 め な い 映 像 に 比 べ て よ り 文 脈 を 理 解 し や す い も の と な る 。
抽 出 し た 区 間 内 で ア ク シ ョ ン 性 度 合 、 緊 迫 性 度 合 、 あ る い は 落 ち 着 き 性 度 合 の 平 均 値 を 求
め 、 前 後 の 区 間 に お い て そ の 差 を 求 め る こ と に よ り 、 そ れ ら の 区 間 で の 従 属 関 係 の 度 合 を
求 め る 。 こ こ で 従 属 関 係 の 度 合 を 前 後 の 区 間 の 値 の 差 と し て い る の は 、 前 後 の 性 質 の 違 い
が 大 き い ほ ど 、 視 聴 者 に 強 い 印 象 を 与 え て 内 容 を 効 果 的 に 伝 え る こ と が で き る か ら で あ る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 最 後 に 要 約 映 像 を 作 成 す る 際 、 映 画 全 体 か ら 満 遍 な く 要 約 映 像 と な る 映 像 区 間 を 選 択 し
、 話 の 内 容 を 理 解 し や す く す る た め 、 映 画 を n(=20)等 分 す る 。 そ し て そ の 分 割 さ れ た 区 間
の 中 か ら 、 視 聴 者 が 指 定 し た 制 約 時 間 を 満 た す よ う に 、 ア ク シ ョ ン 性 度 合 、 緊 迫 性 度 合 、
落 ち 着 き 性 度 合 の い ず れ か が 高 く 、 主 体 が 存 在 す る シ ョ ッ ト を 優 先 し て 要 約 映 像 と し て 採
用 し 、 そ れ と 強 い 従 属 関 係 の あ る 区 間 内 の 主 体 の 存 在 す る シ ョ ッ ト も 要 約 映 像 と し て 採 用
す る こ と に よ り 、 映 画 の 内 容 と 文 脈 と を よ り 理 解 し や す い 要 約 映 像 を 作 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ２ ． シ ョ ッ ト の 性 質 の 定 義
　 ２ ． １ 　 ア ク シ ョ ン 性
　 ２ ． １ ． １ 　 シ ョ ッ ト の 長 さ に よ る ア ク シ ョ ン 性
　 ア ク シ ョ ン 区 間 で は 、 短 い シ ョ ッ ト が 連 続 す る と い う 特 徴 が あ る た め 、 そ れ を 以 下 の 条
件 で 抽 出 し 、 ア ク シ ョ ン 性 を 表 す 値 を 求 め る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 k番 目 の シ ョ ッ ト s k で の シ ョ ッ ト の 長 さ を SL(s k )[秒 ]と す る と 、 s k で の シ ョ ッ ト の 長 さ
に よ る ア ク シ ョ ン 性 を 表 す 値 SLV A (s k )を 数 式 （ １ ） の よ う に 定 義 す る 。 こ れ は 、 ア ク シ ョ
ン を 視 聴 者 に 効 果 的 に 伝 え る た め に は 、 短 い シ ョ ッ ト を 用 い る こ と に 基 づ き 、 あ る シ ョ ッ
ト の 長 さ が 短 い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ア ク シ ョ ン を 表 し て い る シ ョ ッ ト と み な し 、 ア ク シ ョ
ン 性 を 1と す る 。 こ こ で 、 シ ョ ッ ト の 長 さ に よ る ア ク シ ョ ン 性 を 2値 と し て い る の は 、 シ ョ
ッ ト の 長 さ が 短 け れ ば 短 い ほ ど 、 ア ク シ ョ ン 性 が 高 く な る こ と は 映 画 の 文 法 に よ り 示 さ れ
て い な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 た だ し 、 Th s h o t [秒 ]は シ ョ ッ ト の 長 さ が 短 い こ と を 表 す 閾 値 で 、 SL m e a n [秒 ]は あ る 映 画
全 体 の シ ョ ッ ト の 長 さ の 平 均 値 で あ る 。 SL m o d e [秒 ]は 、 シ ョ ッ ト の 長 さ の 最 頻 値 を 表 す 。
た だ し 最 頻 値 は 、 0.5秒 間 隔 で シ ョ ッ ト の 累 積 頻 度 を 求 め 、 そ の 度 数 が 最 大 に な る 0.5秒 間
で の 中 間 値 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ２ ． １ ． ２ 　 画 像 内 の 変 化 に よ る ア ク シ ョ ン 性
　 図 １ に 示 す 時 空 間 投 影 画 像 （ 非 特 許 文 献 ７ ： 阿 久 津 明 人 , 外 村 佳 伸 , “ 投 影 法 を 用 い た
映 像 の 解 析 手 法 と 映 像 ハ ン ド リ ン グ へ の 応 用 ” , 電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌 , Vol. J79-D-I

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-14084 A 2006.1.12



I, No. 5, pp. 675-686, May 1996.参 照 ） は 、 映 像 中 の オ ブ ジ ェ ク ト や カ メ ラ ワ ー ク に よ
っ て 生 じ る 動 き を 可 視 化 し た 画 像 で あ る た め 、 非 特 許 文 献 ７ で は カ メ ラ ワ ー ク を 検 出 す る
際 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 時 空 間 投 影 画 像 中 に 、 画 像 の 動 き の 激 し さ に 伴 う 特 徴 が 現 れ る こ と に
着 目 し 、 そ の 特 徴 を 検 出 す る こ と に よ っ て ア ク シ ョ ン 性 を 求 め る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は
、 水 平 方 向 の 時 空 間 投 影 画 像 を 利 用 す る 。 水 平 方 向 の 時 空 間 投 影 画 像 は 、 図 １ に 示 す よ う
に 、 フ レ ー ム の 並 び を 横 方 向 （ 図 １ 中 ｆ 方 向 、 以 下 「 時 間 軸 方 向 」 と い う ） に と り 、 映 像
に お け る 水 平 方 向 の ピ ク セ ル の 並 び を 縦 方 向 （ 図 １ 中 ｘ 方 向 、 以 下 「 画 像 走 査 方 向 」 と い
う ） に と っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 映 像 の 動 き が 激 し い 場 合 、 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 時 空 間 投 影 画 像 上 で は 画 像 走
査 方 向 の エ ッ ジ が 現 れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 シ ョ ッ ト s k で の 時 空 間 投 影 画 像 に お け る 画 像 走 査 方 向 の エ ッ ジ の 数 を E v (s k )と す る と 、
時 空 間 投 影 画 像 に よ る ア ク シ ョ ン 性 を 表 す 値 VTIV A (s k )を 数 式 （ ２ ） の よ う に 定 義 す る 。
数 式 （ ２ ） で は 、 映 像 内 の 激 し さ を 単 位 時 間 に 現 れ る エ ッ ジ の 数 と し て 表 し て い る 。 こ れ
は 、 ア ク シ ョ ン 区 間 で 映 像 内 の 動 き が 激 し い ほ ど 、 時 空 間 投 影 画 像 中 に 現 れ る 画 像 走 査 方
向 の エ ッ ジ の 数 が 多 く な る こ と に 基 づ い て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ２ ． １ ． ３ 　 音 楽 に よ る ア ク シ ョ ン 性
　 図 ３ に 示 す よ う に サ ウ ン ド ス ペ ク ト ロ グ ラ ム 上 に 現 れ る 時 間 軸 （ 横 軸 ） に 沿 っ た 周 波 数
ピ ー ク を 示 す 楽 器 音 成 分 を 検 出 す る こ と に よ り 、 あ る 時 間 間 隔 に お け る 楽 器 音 成 分 の 数 に
よ り 音 楽 が 流 れ て い る こ と を 判 定 す る こ と が で き る （ 非 特 許 文 献 ８ ： 川 崎 智 広 , 吉 高 淳 夫
, 平 川 正 人 , 市 川 忠 男 , “ 映 画 に お け る 音 楽 、 効 果 音 の 抽 出 及 び 印 象 評 価 手 法 の 提 案 ” , 
信 学 技 報 , MVE97-96, pp. 23-29, 1998.参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 音 楽 の 特 徴 が そ の 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 に 表 れ る こ と に 着 目 し 、 そ の
時 間 に よ っ て 音 楽 の 性 質 を 検 出 す る 。 実 験 に よ り 、 ア ク シ ョ ン 区 間 で 流 れ て い る 音 楽 は 、
楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 短 い 傾 向 に あ る こ と を 確 認 し て い る 。 ま た 、 音 楽 の 中 で ベ ー ス に
分 類 さ れ る 楽 器 は 楽 曲 の テ ン ポ を 知 る 指 標 に な る た め 、 ベ ー ス が 担 う 周 波 数 帯 の 楽 器 音 成
分 に 着 目 す る 。 映 画 で は 、 オ ー ケ ス ト ラ で 演 奏 さ れ た 楽 曲 が 流 れ る こ と が 多 い た め 、 オ ー
ケ ス ト ラ で ベ ー ス を 担 う 楽 器 の 周 波 数 帯 (30-300Hz)の 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 を 指 標 と す る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 シ ョ ッ ト s k で の 楽 器 音 成 分 の 長 さ を IL(s k ) [秒 ]と し 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 短 い こ
と を 判 定 す る 閾 値 を Th i n s t A [秒 ]と す る と 、 音 楽 に よ り 表 現 さ れ る ア ク シ ョ ン 性 を 表 す 値 M
V A (s k )を 数 式 （ ３ ） の よ う に 定 義 す る 。 た だ し 、 Th i n s t A は 実 験 に よ り 求 め た 値 で 1.24[秒
]と し た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ２ ． １ ． ４ 　 ア ク シ ョ ン 性
　 以 上 で 求 め た 各 特 徴 に よ る ア ク シ ョ ン 性 を 表 す 値 に 基 づ き 、 シ ョ ッ ト s k で の ア ク シ ョ ン
性 度 合 Action(s k )を 数 式 （ ４ ） の よ う に 表 す 。 以 上 で 求 め た 3つ の 値 に 基 づ き 、 シ ョ ッ ト s

k で の ア ク シ ョ ン 性 度 合 を 求 め る が 、 あ る 要 素 の み が 必 ず ア ク シ ョ ン 区 間 に 表 れ る の で は
な く 、 各 要 素 が 満 た さ れ る 可 能 性 が あ る た め 、 各 要 素 の 平 均 を 求 め ア ク シ ョ ン 性 度 合 と し
て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ２ ． ２ 　 緊 迫 性
　 緊 迫 し た 区 間 で は シ ョ ッ ト の 長 さ が 徐 々 に 短 く な る と い う 特 徴 が あ る 。 そ の 特 徴 に 基 づ
い て 緊 迫 し た 区 間 を 抽 出 す る 。 ま た 、 緊 迫 し た 区 間 内 で シ ョ ッ ト の 平 均 時 間 が 短 い ほ ど 、
緊 迫 性 が 高 く 感 じ ら れ る た め 、 そ れ を 緊 迫 性 度 合 と し て 、 Tension(s k )を 数 式 （ ５ ） の よ
う に 定 義 す る 。 た だ し 、 SL T e n s i o n は 緊 迫 し た 区 間 内 で の シ ョ ッ ト の 長 さ の 平 均 値 、 nは 緊
迫 し た 区 間 内 の シ ョ ッ ト の 数 、 m i は k番 目 の シ ョ ッ ト か ら の 変 位 を 表 す 。 な お 、 緊 迫 性 度
合 は 、 緊 迫 し た 区 間 、 つ ま り シ ョ ッ ト の 長 さ が 徐 々 に 短 く な る と い う 条 件 を 満 た す 区 間 に
お い て の み 定 義 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ２ ． ３ 　 落 ち 着 き 性
　 ２ ． ３ ． １ 　 シ ョ ッ ト の 長 さ に よ る 落 ち 着 き 性
　 落 ち 着 い た 区 間 で は 、 長 い シ ョ ッ ト が 連 続 す る と い う 特 徴 が あ る た め 、 そ れ を 以 下 の 条
件 で 抽 出 し 、 落 ち 着 き 性 を 表 す 値 を 求 め る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 シ ョ ッ ト s k で の シ ョ ッ ト の 長 さ に よ る 落 ち 着 き 性 を 表 す 値 SLV C (s k )を 数 式 （ ６ ） の よ う
に 定 義 す る 。 こ れ は 、 落 ち 着 い た 雰 囲 気 を 視 聴 者 に 効 果 的 に 伝 え る た め に は 、 長 い シ ョ ッ
ト を 用 い る と い う こ と に 基 づ き 、 あ る シ ョ ッ ト の 長 さ が 長 い と 判 定 さ れ た 場 合 、 落 ち 着 い
た 感 じ を 表 し て い る シ ョ ッ ト と み な し 、 落 ち 着 き 性 を 1と す る 。 こ こ で 、 シ ョ ッ ト の 長 さ
に よ る 落 ち 着 き 性 を 2値 と し て い る の は 、 シ ョ ッ ト の 長 さ が 長 け れ ば 長 い ほ ど 、 落 ち 着 き
性 が 高 く な る こ と は 映 画 の 文 法 に よ り 示 さ れ て い な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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【 数 ６ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ２ ． ３ ． ２ 　 画 像 内 の 動 き に よ る 落 ち 着 き 性
　 落 ち 着 い た 区 間 で は 、 映 像 内 で オ ブ ジ ェ ク ト や カ メ ラ ワ ー ク に よ る 動 き が あ ま り 見 ら れ
な い た め 、 時 空 間 投 影 画 像 上 に は 時 間 軸 方 向 に 沿 っ て エ ッ ジ が 存 在 す る 。 そ の エ ッ ジ の 平
ら さ を 検 出 す る こ と に よ っ て 落 ち 着 き 性 を 定 義 す る 。 こ の 場 合 、 平 ら さ の 尺 度 が 落 ち 着 き
性 を 表 す 値 と す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 シ ョ ッ ト s k で の 平 ら さ の 尺 度 を 求 め る に は 、 時 空 間 投 影 画 像 上 で エ ッ ジ と な る 部 分 を 追
跡 し 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 値 を 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 追 跡 順 序 に 従 っ て 加 算 し て い く 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 具 体 的 に は 次 の と お り で あ る 。 ま ず 、 時 空 間 投 影 画 像 に 対 し て 時 間 軸 方 向 の エ ッ ジ 強 調
を 行 い 、 エ ッ ジ の 有 無 に 応 じ て 二 値 化 し た 画 像 （ 時 間 軸 方 向 エ ッ ジ 強 調 画 像 ） を 作 成 す る
。 そ し て 、 こ の 時 間 軸 方 向 エ ッ ジ 強 調 画 像 に お い て 、 エ ッ ジ に 相 当 す る ピ ク セ ル を 注 目 ピ
ク セ ル と し 、 そ の エ ッ ジ を 時 間 軸 方 向 に 追 跡 し て い く 。 エ ッ ジ を 追 跡 す る た め に は 、 図 ４
（ ｂ ） の 追 跡 順 序 に 従 っ て 最 初 に ピ ク セ ル が 検 出 さ れ る 位 置 を エ ッ ジ の 移 動 先 と す る 。 そ
し て 、 注 目 ピ ク セ ル に 対 す る 移 動 先 の ピ ク セ ル の 位 置 に 応 じ て 図 ４ （ ａ ） の よ う に 設 定 さ
れ て い る 数 値 （ ス コ ア ） を 取 得 し 、 上 記 移 動 先 の ピ ク セ ル を 新 た な 注 目 ピ ク セ ル と し て 上
記 追 跡 を 繰 り 返 す 。 こ の よ う に し て 追 跡 と と も に 取 得 し て い く ス コ ア を 順 次 加 算 し 、 こ の
加 算 結 果 を 追 跡 し た ピ ク セ ル 数 で 除 算 す る こ と に よ り 求 め た 値 を 平 ら さ の 尺 度 と す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ス コ ア の 加 算 結 果 を Sum(s k )、 追 跡 ピ ク セ ル 数 を N(s k )と す る と 、 シ ョ ッ ト s k で の 時 空 間
投 影 画 像 に よ る 落 ち 着 き 性 を 表 す 値 VTIV C (s k )を 数 式 （ ７ ） の よ う に 定 義 す る 。 VTIV C (s k )
は 、 エ ッ ジ が 時 間 軸 方 向 の 直 線 と な る 場 合 、 最 大 値 1を と り 、 図 ４ （ ｂ ） の 追 跡 順 序 に お
い て 7、 あ る い は 9の 位 置 に 繰 り 返 し エ ッ ジ と な る 部 分 が 存 在 す る 場 合 、 最 小 値 0を と る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ２ ． ３ ． ３ 　 音 楽 に よ る 落 ち 着 き 性
　 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 に よ り 、 落 ち 着 き 性 を 判 定 す る 。 実 験 に よ り 、 落 ち 着 い た 区 間 で
流 れ て い る 音 楽 は 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 長 い 傾 向 が あ る こ と を 確 認 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 シ ョ ッ ト s k で 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 が 長 い こ と を 判 定 す る 閾 値 を Th i n s t C [秒 ]と す る と
、 音 楽 に よ る 落 ち 着 き 性 を 表 す 値 MV C (s k )を 数 式 （ ８ ） の よ う に 定 義 す る 。 た だ し 、 Th i n s
t C は 実 験 に よ り 求 め た 値 で 1.40[秒 ]と し た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ７ 】
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　 ２ ． ３ ． ４ 　 落 ち 着 き 性
　 以 上 で 求 め た 各 特 徴 に よ る 落 ち 着 き 性 を 表 す 値 に 基 づ き 、 シ ョ ッ ト s k で の 落 ち 着 き 性 度
合 Calm(s k )を 数 式 （ ９ ） の よ う に 定 義 す る 。 以 上 で 求 め た 3つ の 値 に 基 づ き 、 シ ョ ッ ト s k
で の 落 ち 着 き 性 度 合 を 求 め る が 、 あ る 要 素 の み が 必 ず 落 ち 着 い た 区 間 に 表 れ る の で は な く
、 各 要 素 が 満 た さ れ る 可 能 性 が あ る た め 、 各 要 素 の 平 均 を 求 め 落 ち 着 き 性 度 合 と し て い る
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 数 ９ 】
　
　
　
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ３ ． 装 置 構 成 お よ び 処 理 手 順
　 ３ ． １ 　 装 置 構 成
　 図 ５ の ブ ロ ッ ク 図 は 、 本 実 施 形 態 に お け る 要 約 映 像 作 成 装 置 １ の 構 成 を 示 し て い る 。 要
約 映 像 作 成 装 置 １ は 、 制 御 部 ２ 、 記 憶 部 ３ 、 デ ー タ 入 力 部 ４ 、 操 作 部 ５ 、 デ ー タ 出 力 部 ６
を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 制 御 部 ２ は 、 所 定 の プ ロ グ ラ ム の 命 令 を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ （ central processing unit）
、 プ ロ グ ラ ム を 展 開 す る Ｒ Ａ Ｍ （ random access memory） 、 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ を 格 納 し
た Ｒ Ｏ Ｍ （ read only memory） な ど を 備 え た コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 そ し
て 、 制 御 部 ２ は 、 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り 、 カ ッ ト 検 出 部 １ １ 、 シ ョ ッ
ト 分 析 部 １ ２ 、 映 像 分 析 部 １ ３ 、 音 声 分 析 部 １ ４ 、 主 体 検 出 部 １ ５ 、 指 標 生 成 部 １ ６ 、 区
間 抽 出 部 １ ７ 、 従 属 度 検 出 部 １ ８ 、 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ の 各 部 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 上 記 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム は 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 か ら 上 記 コ ン ピ ュ ー タ
に 供 給 す る こ と が で き る 。 こ の 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 は 、 上 記 コ ン ピ ュ
ー タ と 分 離 可 能 に 構 成 し て も よ く 、 上 記 コ ン ピ ュ ー タ に 組 み 込 む よ う に な っ て い て も よ い
。 こ の 記 録 媒 体 は 、 記 録 し た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を コ ン ピ ュ ー タ が 直 接 読 み 取 る こ と が で き
る よ う に コ ン ピ ュ ー タ に 装 着 さ れ る も の で あ っ て も 、 外 部 記 憶 装 置 と し て コ ン ピ ュ ー タ に
接 続 さ れ た プ ロ グ ラ ム 読 み 取 り 装 置 を 介 し て 読 み 取 る こ と が で き る よ う に 装 着 さ れ る も の
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 上 記 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気 テ ー プ 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 ハ ー ド デ ィ ス ク
、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｍ Ｏ 、 Ｍ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 各 種 Ｒ Ｏ Ｍ な ど を 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 な お 、 制 御 部 ２ を 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と 接 続 可 能 に 構 成 し 、 上 記 プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 供 給 し て も よ い 。 つ ま り 、 上 記 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム は 、 上 記 プ ロ グ
ラ ム コ ー ド が 電 子 的 な 伝 送 で 具 現 化 さ れ た 搬 送 波 あ る い は デ ー タ 信 号 列 の 形 態 を と っ て 供
給 さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ と 映 像 編 集 プ ロ グ ラ ム と に よ っ て 制 御 部 ２ の 上 記
各 部 を 実 現 す る こ と を 想 定 し て い る が 、 ハ ー ド ウ ェ ア に よ っ て 制 御 部 ２ の 上 記 各 部 を 構 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 記 憶 部 ３ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に よ っ て 構 成 さ れ 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 映 像 デ ー タ や 、 制
御 部 ２ の 実 行 す る 処 理 に よ っ て 生 成 さ れ た デ ー タ な ど を 記 憶 す る 。 な お 、 記 憶 部 ３ に 記 憶
さ れ る も の と し て 図 ５ に 図 示 し て い る 各 種 デ ー タ の 一 部 は 、 記 憶 部 ３ に 記 憶 す る 代 わ り に
、 制 御 部 ２ 内 部 の Ｒ Ａ Ｍ 等 に 記 憶 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 記 憶 部 ３ は 、 ハ ー ド デ ィ
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ス ク に 限 ら ず 、 上 記 デ ー タ を 記 憶 す る こ と が で き る 記 憶 装 置 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 デ ー タ 入 力 部 ４ は 、 外 部 か ら 要 約 映 像 作 成 装 置 １ に 対 し て 供 給 さ れ る 映 像 デ ー タ を 要 約
映 像 作 成 装 置 １ 内 部 へ 入 力 す る た め の も の で あ り 、 デ ー タ 出 力 部 ６ は 、 要 約 映 像 作 成 装 置
１ に お い て 作 成 し た 要 約 映 像 デ ー タ を 要 約 映 像 作 成 装 置 １ の 外 部 へ 出 力 す る た め の も の で
あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 操 作 部 ５ は 、 要 約 映 像 作 成 装 置 １ の 操 作 者 の 操 作 入 力 を 受 け 付 け 、 そ の 操 作 入 力 に 応 じ
た 信 号 を 制 御 部 ２ に 対 し て 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 要 約 映 像 作 成 装 置 １ の 各 部 の 機 能 や 動 作 の 詳 細 に つ い て は 、 フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て
以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ３ ． ２ 　 全 体 の 流 れ
　 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 要 約 映 像 作 成 装 置 １ に お け る 全 体 的 な 処 理 の 流 れ に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま ず 、 デ ー タ 入 力 部 ４ を 介 し て 映 像 デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 記 憶 部 ３ に 映 像 デ ー タ ５ １
と し て 記 憶 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 そ し て 、 カ ッ ト 検 出 部 １ １ に よ り 、 映 像 デ ー タ ５ １
に 基 づ い て 当 該 映 像 に 含 ま れ る カ ッ ト を 検 出 し 、 そ の カ ッ ト 位 置 を 記 憶 部 ３ に カ ッ ト 位 置
５ ２ と し て 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 カ ッ ト 位 置 ５ ２ は 、 例 え ば 映 像 に お け る 先 頭 か
ら の 経 過 時 間 に よ っ て 表 す こ と が で き る 。 こ の カ ッ ト 位 置 ５ ２ に 基 づ い て 、 シ ョ ッ ト 分 析
部 １ ２ に よ り 、 各 シ ョ ッ ト の 長 さ を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 そ し て 、 映 像 分 析 部 １ ３ に よ り 、 映 像 デ ー タ ５ １ に 基 づ い て 当 該 映 像 の 時 空 間 投 影 画 像
５ ３ （ 図 ２ （ ａ ） 参 照 ） を 作 成 し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る と と も に （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 映
像 分 析 部 １ ３ に よ り 、 時 空 間 投 影 画 像 ５ ３ に 基 づ い て 映 像 の 動 き を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
６ ） 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 音 声 分 析 部 １ ４ に よ り 、 映 像 デ ー タ ５ １ に 含 ま れ る 音 声 デ ー タ に 基 づ い て 当 該 映
像 に 付 加 さ れ て い る 音 声 の サ ウ ン ド ス ペ ク ト ロ グ ラ ム ５ ４ （ 図 ３ 参 照 ） を 作 成 し て 記 憶 部
３ に 記 憶 さ せ る と と も に （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 音 声 分 析 部 １ ４ に よ り 、 サ ウ ン ド ス ペ ク ト ロ
グ ラ ム ５ ４ に 基 づ い て 映 像 に 付 加 さ れ て い る 音 楽 の 性 質 を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 映 像 分 析 部 １ ３ に よ り 、 映 像 に お け る 主 体 の 有 無 を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 そ し て 、 指 標 生 成 部 １ ６ に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ， Ｓ ５ ， Ｓ ７ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 ア
ク シ ョ ン 性 度 合 、 緊 迫 性 度 合 、 落 ち 着 き 性 度 合 を 生 成 す る と と も に 、 区 間 抽 出 部 １ ７ に よ
り 、 ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 を 抽 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。 ま た
、 従 属 度 検 出 部 １ ８ に よ り 、 各 区 間 の 従 属 関 係 を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。 そ し て 、
ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 抽 出 し た 区 間 や ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 検 出 し た 各 区 間 の 従 属 関 係
に 基 づ い て 、 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ に よ り シ ョ ッ ト を 採 用 す る こ と に よ り 要 約 映 像 を 作 成 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 以 下 で は 、 上 記 各 ス テ ッ プ Ｓ に つ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ２ の
カ ッ ト の 検 出 処 理 、 お よ び ス テ ッ プ Ｓ ６ の サ ウ ン ド ス ペ ク ト ロ グ ラ ム の 作 成 処 理 は 周 知 の
処 理 を 利 用 す る こ と が で き る の で 、 こ こ で は 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ３ ． ３ 　 シ ョ ッ ト 長 さ の 検 出
　 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ に よ る シ ョ ッ ト 長 さ の 検 出 処 理
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に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ は 、 カ ッ ト 位 置 ５ ２ に 基 づ く こ と に よ り 、 各 シ ョ ッ ト の シ ョ ッ ト 長
さ SL(s k )を 計 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 そ し て 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ は 、 計 算 し た シ ョ ッ ト 長 さ SL(s k )が 閾 値 Th s h o t よ り も 大 き
い 場 合 に は （ Ｓ ０ ０ ２ ） 、 落 ち 着 き 性 が 高 い と 判 定 し て SVL C (s k )=1と し （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０
３ 、 数 式 （ ６ ） 参 照 ） 、 計 算 し た シ ョ ッ ト 長 さ SL(s k )が 閾 値 Th s h o t よ り も 小 さ い 場 合 に は
（ Ｓ ０ ０ ４ ） 、 ア ク シ ョ ン 性 が 高 い と 判 定 し て SVL A (s k )=1と す る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ５ 、 数
式 （ １ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の よ う に 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ は 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 を 示 す 特 徴 量 （ SL(s k )） と 、
シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 （ SVL C (s k )， SVL A (s k )） と を 生 成 す る 。 シ ョ
ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 と は 、 映 像 全 体 に 対 す る 各 部 の シ ョ ッ ト の 相 対 的 な 長 さ の 度 合
で あ る 。 な お 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ の 生 成 す る SL(s k )、 SVL C (s k )、 SVL A (s k )は 、 図 示 は し
て い な い が 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ れ 、 後 に 指 標 生 成 部 １ ６ や 区 間 抽 出 部 １ ７ に よ る 処 理 に 用 い
ら れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ３ ． ４ 　 時 空 間 投 影 画 像 の 作 成
　 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 映 像 分 析 部 １ ３ に よ る 時 空 間 投 影 画 像 の 作 成 処 理 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 映 像 分 析 部 １ ３ は 、 ま ず 、 映 像 中 の 各 フ レ ー ム （ 水 平 方 向 ｘ ＝ １ ６ ０ ピ ク セ ル 、 垂 直 方
向 （ ｙ ） ＝ １ ２ ０ ピ ク セ ル ） に お い て 、 ｙ ＝ ３ ０ ， ６ ０ ， ９ ０ の 各 水 平 ラ イ ン に 注 目 し 、
各 水 平 ラ イ ン に お け る ピ ク セ ル の 輝 度 を 同 一 の ｘ 座 標 の ピ ク セ ル ご と に 平 均 す る こ と に よ
り 、 各 フ レ ー ム の 平 均 輝 度 ラ イ ン を 作 成 す る 。 そ し て 、 こ の 平 均 輝 度 ラ イ ン を フ レ ー ム の
時 間 順 に 並 べ て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う な 時 空 間 投 影 画 像 を 作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １
） 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 そ し て 、 映 像 分 析 部 １ ３ は 、 作 成 し た 時 空 間 投 影 画 像 に 基 づ い て 、 画 像 走 査 方 向 の エ ッ
ジ を 強 調 し た 二 値 画 像 （ 画 像 走 査 方 向 エ ッ ジ 強 調 画 像 ） と 、 時 間 軸 方 向 の エ ッ ジ を 強 調 し
た 二 値 画 像 （ 時 間 軸 方 向 エ ッ ジ 強 調 画 像 ） と を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ， Ｓ １ ０ ３ ）
。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ３ ． ５ 　 動 き の 検 出
　 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 映 像 分 析 部 １ ３ に よ る 映 像 の 動 き の 検 出 処 理 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 映 像 分 析 部 １ ３ は 、 図 ８ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 作 成 し た 画 像 走 査 方 向 エ ッ ジ 強 調
画 像 を 用 い て 、 こ の 画 像 走 査 方 向 エ ッ ジ 強 調 画 像 に お け る 各 シ ョ ッ ト に 対 応 す る 部 分 を そ
れ ぞ れ 参 照 し 、 そ の 部 分 に 存 在 す る １ ０ ピ ク セ ル 以 上 で 構 成 さ れ た エ ッ ジ の 本 数 を 計 算 し
、 そ の 結 果 を 当 該 シ ョ ッ ト の エ ッ ジ の 数 E v (s k )（ 数 式 （ ２ ） 参 照 ） と す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２
０ １ ） 。 そ し て 、 数 式 （ ２ ） に 基 づ い て 、 画 像 の 動 き に 基 づ く ア ク シ ョ ン 性 を 表 す 値 VTIV

A (s k )を 計 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ） 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 次 に 、 映 像 分 析 部 １ ３ は 、 図 ８ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 作 成 し た 時 間 軸 方 向 エ ッ ジ
強 調 画 像 を 用 い て 、 こ の 時 間 軸 方 向 エ ッ ジ 強 調 画 像 に お け る 各 シ ョ ッ ト に 対 応 す る 部 分 そ
れ ぞ れ に お い て 、 時 間 軸 方 向 に エ ッ ジ を 追 跡 し つ つ 、 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） に 基 づ い て ス コ ア
加 算 を 行 い 、 そ の 結 果 を Sum(s k )（ 数 式 （ ７ ） 参 照 ） と す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ） 。 そ し
て 、 数 式 （ ７ ） に 基 づ い て 、 画 像 の 動 き に 基 づ く 落 ち 着 き 性 を 表 す 値 VTIV C (s k )を 計 算 す
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る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ） 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 映 像 分 析 部 １ ３ は 、 映 像 の 動 き の 激 し さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 （ VTIV A (s k )， V
TIV C (s k )） を 生 成 す る 。 映 像 の 動 き の 激 し さ 度 合 と は 、 映 像 全 体 に 対 す る 各 部 の 動 き の 相
対 的 な 激 し さ の 度 合 で あ る 。 な お 、 映 像 分 析 部 １ ３ の 生 成 す る VTIV A (s k )、 VTIV C (s k )は 、
図 示 は し て い な い が 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ れ 、 後 に 指 標 生 成 部 １ ６ に よ る 処 理 に 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ３ ． ６ 　 音 楽 の 性 質 の 検 出
　 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 音 声 分 析 部 １ ４ に よ る 音 楽 の 性 質 の 検 出 処 理 に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 音 声 分 析 部 １ ４ は 、 サ ウ ン ド ス ペ ク ト ロ グ ラ ム ５ ４ に 基 づ く こ と に よ り 、 各 シ ョ ッ ト に
お け る 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 IL(s k )の 平 均 値 を 計 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ ） 。 平 均 値 の
計 算 は 、 当 該 シ ョ ッ ト よ り も 前 の ５ シ ョ ッ ト と 、 後 の ４ シ ョ ッ ト と の 合 計 １ ０ シ ョ ッ ト 分
に お け る 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 合 計 を シ ョ ッ ト 数 １ ０ で 除 算 す る こ と に よ り 行 う （ 数 式
（ ３ ） （ ８ ） 参 照 ） 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 そ し て 、 音 声 分 析 部 １ ４ は 、 計 算 し た 平 均 値 が 閾 値 Th i n s t C よ り も 大 き い 場 合 に は （ Ｓ
３ ０ ２ ） 、 緩 や か な 音 楽 が 流 れ て い る と 判 定 し て MV C (s k )=1と し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ 、 数
式 （ ８ ） 参 照 ） 、 計 算 し た 平 均 値 が 閾 値 Th i n s t A よ り も 小 さ い 場 合 に は （ Ｓ ３ ０ ４ ） 、 激
し い 音 楽 が 流 れ て い る と 判 定 し て MV A (s k )=1と す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ 、 数 式 （ ３ ） 参 照
） 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 音 声 分 析 部 １ ４ は 、 音 楽 の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 を 示 す 特 徴 量 （ MV C (s k )， M
V A (s k )） を 生 成 す る 。 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ 度 合 と は 、 サ ウ ン ド ス ペ ク ト ロ グ ラ ム
上 で リ ズ ム を 構 成 す る 楽 器 に よ り 線 分 と し て 表 れ る 成 分 の 長 さ の 度 合 、 す な わ ち 旋 律 を 構
成 す る 音 の 長 さ の 度 合 で あ る 。 な お 、 音 声 分 析 部 １ ４ の 生 成 す る MV C (s k )、 MV A (s k )は 、 図
示 は し て い な い が 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ れ 、 後 に 指 標 生 成 部 １ ６ に よ る 処 理 に 用 い ら れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ３ ． ７ 　 主 体 の 検 出
　 画 像 内 に 輝 度 の 変 化 が 周 囲 と 異 な っ て お り 強 調 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト が 存 在 す る 場 合 、 そ
の シ ョ ッ ト は 内 容 を 伝 え る 上 で 強 調 さ れ て い る た め 重 要 で あ る 。 そ の た め 、 以 下 の よ う に
し て 各 シ ョ ッ ト に お い て 主 体 を 検 出 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 主 体 検 出 部 １ ５ に よ る 主 体 の 検 出 処 理 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 主 体 検 出 部 １ ５ は 、 映 像 デ ー タ ５ １ と カ ッ ト 位 置 ５ ２ と に 基 づ く こ と に よ り 、 各 シ ョ ッ
ト の 最 初 の フ レ ー ム （ 先 頭 フ レ ー ム ） に 対 し て 次 の 処 理 を 行 う 。 ま ず 、 先 頭 フ レ ー ム の 画
像 を グ レ ー ス ケ ー ル 16階 調 表 現 へ と 変 換 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ ） 。 こ れ に よ り 、 複 雑 な
オ ブ ジ ェ ク ト が 存 在 す る 部 分 は 画 像 上 で エ ッ ジ 密 度 が 高 く な る の で 、 こ の エ ッ ジ を 検 出 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ ）
　 ま た 、 主 体 検 出 部 １ ５ は 、 １ ６ ０ ピ ク セ ル × １ ２ ０ ピ ク セ ル の 先 頭 フ レ ー ム を ８ ピ ク セ
ル × ６ ピ ク セ ル の ブ ロ ッ ク に 分 割 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ ） 、 ブ ロ ッ ク 内 の 主 要 色 に よ り 各
ブ ロ ッ ク の 色 を 統 一 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ ） 、 Ｈ Ｓ Ｖ 表 色 系 で 領 域 分 割 を 行 う （ ス テ ッ プ
Ｓ ４ ０ ５ ） 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 そ し て 、 主 体 検 出 部 １ ５ は 、 エ ッ ジ 密 度 が 高 い ブ ロ ッ ク の 分 布 に よ り 主 体 の 存 在 す る 可
能 性 の あ る 矩 形 領 域 を 特 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ６ ） 、 矩 形 領 域 内 の 最 大 領 域 の ブ ロ ッ ク 数
が 予 め 定 め た 閾 値 （ 例 え ば 15%） 以 上 で あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ７ ） 、 主 体 が 存 在 す る と
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判 定 し て 当 該 シ ョ ッ ト に つ い て の 主 体 の 有 無 ５ ９ に 主 体 「 有 り 」 を 記 録 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
４ ０ ８ ） 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ３ ． ８ 　 強 調 さ れ た 区 間 の 抽 出
　 図 １ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 強 調 さ れ た 区 間 の 抽 出 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ま ず 、 指 標 生 成 部 １ ６ に よ り 各 シ ョ ッ ト の ア ク シ ョ ン 性 度 合 お よ び 落 ち 着 き 性 度 合 を 計
算 す る 。 具 体 的 に は 、 指 標 生 成 部 １ ６ は 、 ア ク シ ョ ン 性 度 合 お よ び 落 ち 着 き 性 度 合 を 、 そ
れ ぞ れ 数 式 （ ４ ） お よ び （ ９ ） に 基 づ い て 計 算 し 、 算 出 さ れ た ア ク シ ョ ン 性 度 合 Action(s

k )お よ び 落 ち 着 き 性 度 合 Calm(s k )を そ れ ぞ れ ア ク シ ョ ン 性 度 合 ５ ６ お よ び 落 ち 着 き 性 度 合
５ ８ と し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ ） 。 な お 、 数 式 （ ４ ） お よ び （ ９ ）
の 計 算 を 行 う 際 に は 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ に よ り 算 出 し た SVL A (s k )お よ び SVL C (s k )、 映 像
分 析 部 １ ３ に よ り 算 出 し た VTIV A (s k )お よ び VTIV C (s k )、 音 声 分 析 部 １ ４ に よ り 算 出 し た MV

A (s k )お よ び MV C (s k )を 用 い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 各 シ ョ ッ ト に つ い て 算 出 さ れ た ア ク シ ョ ン 性 度 合 お よ び 落 ち 着 き 性 度 合 を 平 滑 化
し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ２ ） 。 平 滑 化 は 、 注 目 し て い る シ ョ ッ ト と 、
そ の シ ョ ッ ト の 前 後 ２ シ ョ ッ ト ず つ の 合 計 ５ シ ョ ッ ト に お け る ア ク シ ョ ン 性 度 合 お よ び 落
ち 着 き 性 度 合 の 平 均 を と る こ と に よ り 行 う 。 こ の よ う に 平 滑 化 す る こ と に よ り 、 ア ク シ ョ
ン 性 度 合 お よ び 落 ち 着 き 性 度 合 の 大 ま か な 変 動 に 基 づ い て 区 間 の 抽 出 を 行 う こ と が で き る
た め 、 よ り 望 ま し い 結 果 が 得 ら れ る 。 そ こ で 、 区 間 の 抽 出 処 理 に お い て は 、 ア ク シ ョ ン 性
度 合 お よ び 落 ち 着 き 性 度 合 と し て 平 滑 化 さ れ た 値 を 用 い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 次 に 、 区 間 抽 出 部 １ ７ に よ り ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 を 抽 出 す
る 。 そ の た め に 、 区 間 抽 出 部 １ ７ は 、 各 シ ョ ッ ト に 対 し て 次 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま ず 、 注 目 し て い る シ ョ ッ ト （ 注 目 シ ョ ッ ト ） を 含 む 前 後 の シ ョ ッ ト の シ ョ ッ ト 長 に 基
づ き 、 シ ョ ッ ト の 長 さ が 徐 々 に 短 く な る 区 間 （ 数 式 （ ５ ） の ｉ ｆ 式 を 満 た す 区 間 ） に 注 目
シ ョ ッ ト が 含 ま れ て い る か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ３ ） 。 含 ま れ て い る 場 合 は 、
注 目 シ ョ ッ ト を 緊 迫 し た 区 間 ６ １ と し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ４ ） 。 な
お 、 上 記 判 別 の 際 、 １ シ ョ ッ ト の み が 直 前 シ ョ ッ ト よ り も 長 く な り 、 他 の シ ョ ッ ト が 徐 々
に 短 く な っ て い る 区 間 に つ い て も 、 シ ョ ッ ト の 長 さ が 徐 々 に 短 く な る 区 間 と み な す よ う に
し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 シ ョ ッ ト の 長 さ が 徐 々 に 短 く な る 区 間 に 注 目 シ ョ ッ ト が 含 ま れ て い な い 場 合 は 、 注 目 シ
ョ ッ ト の ア ク シ ョ ン 性 度 合 ５ ６ が 予 め 定 め た 閾 値 以 上 で あ り 、 か つ 、 注 目 シ ョ ッ ト の ア ク
シ ョ ン 性 度 合 ５ ６ が 落 ち 着 き 性 度 合 ５ ８ よ り も 大 き い 、 と い う 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 別
し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ５ ） 、 上 記 条 件 を 満 た す 場 合 に は 、 注 目 シ ョ ッ ト 以 降 、 ア ク シ ョ ン 性
度 合 ５ ６ が 落 ち 着 き 性 度 合 ５ ８ よ り も 大 き い 、 と い う 条 件 を 連 続 し て 満 た す シ ョ ッ ト 群 を
ア ク シ ョ ン 区 間 ６ ０ と し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ６ ～ Ｓ ５ ０ ９ ） 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ５ の 条 件 が 満 た さ れ な い 場 合 に は 、 注 目 シ ョ ッ ト の 落 ち 着 き 性 度
合 ５ ８ が 予 め 定 め た 閾 値 以 上 で あ り 、 か つ 、 注 目 シ ョ ッ ト の 落 ち 着 き 性 度 合 ５ ８ が ア ク シ
ョ ン 性 度 合 ５ ６ よ り も 大 き い 、 と い う 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０ ）
、 上 記 条 件 を 満 た す 場 合 に は 、 注 目 シ ョ ッ ト 以 降 、 落 ち 着 き 性 度 合 ５ ８ が ア ク シ ョ ン 性 度
合 ５ ６ よ り も 大 き い 、 と い う 条 件 を 連 続 し て 満 た す シ ョ ッ ト 群 を 落 ち 着 い た 区 間 ６ ２ と し
て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ １ ～ Ｓ ５ １ ４ ） 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ３ ． ９ 　 区 間 の 従 属 関 係 の 検 出
　 性 質 の 異 な る 区 間 が 連 続 し て い る 場 合 、 そ れ ら は 原 因 と 結 果 と の 従 属 関 係 と な る 。 よ っ
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て 、 そ れ ら の 関 係 を 検 出 す る こ と に よ り 、 話 の 文 脈 を 考 慮 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 原 因 と 結 果 と を 表 す 映 像 区 間 に は 従 属 関 係 が あ る が 、 性 質 は 異 な っ て い る た め 、 そ れ ら
の 区 間 を 同 時 に 要 約 映 像 に 採 用 す る こ と に よ り 、 印 象 を 強 め る こ と が で き る 。 前 後 の 区 間
の 性 質 の 差 に 着 目 し 、 ア ク シ ョ ン 性 度 合 、 緊 迫 性 度 合 、 あ る い は 落 ち 着 き 性 度 合 の 平 均 値
の 差 を 求 め 、 従 属 関 係 の 度 合 （ 従 属 度 ） と す る 。 従 属 度 を 求 め る こ と に よ り 、 編 集 上 強 調
さ れ た 区 間 と 従 属 関 係 に あ る 前 後 の 区 間 の ど ち ら か ら 、 要 約 映 像 に 採 用 す る か を 決 定 す る
際 の 手 が か り と す る 。 こ れ に よ っ て 、 よ り 編 集 上 強 調 さ れ た 区 間 と 従 属 関 係 が 強 い 区 間 を
要 約 映 像 と し て 採 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 図 １ ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 区 間 の 従 属 関 係 の 検 出 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま ず 、 指 標 生 成 部 １ ６ に よ り 、 緊 迫 し た 区 間 に お け る 各 シ ョ ッ ト の 緊 迫 性 度 合 を 計 算 す
る 。 具 体 的 に は 、 指 標 生 成 部 １ ６ は 、 緊 迫 性 度 合 を 数 式 （ ５ ） に 基 づ い て 計 算 し 、 算 出 さ
れ た 緊 迫 性 度 合 Tension(s k )を 緊 迫 性 度 合 ５ ７ と し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ
６ ０ １ ） 。 な お 、 数 式 （ ５ ） の 計 算 を 行 う 際 に は 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ に よ り 算 出 し た SL
(s k )を 用 い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 次 に 、 従 属 度 検 出 部 １ ８ に よ り 従 属 度 を 検 出 す る 。 そ の た め に 、 従 属 度 検 出 部 １ ８ は 、
各 区 間 に 対 し て 次 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 ま ず 、 注 目 し て い る 区 間 （ 注 目 区 間 ） が ア ク シ ョ ン 区 間 で あ る か 否 か を 判 別 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ ６ ０ ２ ） 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ア ク シ ョ ン 区 間 で あ る 場 合 に は 、 さ ら に 注 目 区 間 の 後 に 緊 迫 し た 区 間 が 続 く か 否 か を 判
別 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ３ ） 、 緊 迫 し た 区 間 が 続 く 場 合 に は 、 こ れ ら ２ つ の 区 間 に 含 ま れ る
シ ョ ッ ト の ア ク シ ョ ン 性 度 合 ５ ６ の 平 均 値 の 差 を 計 算 し て 、 こ の 計 算 結 果 を 、 注 目 区 間 と
次 に 続 く 区 間 と の 従 属 度 ６ ３ と し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ４ ） 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 注 目 区 間 が ア ク シ ョ ン 区 間 で は な い 場 合 に は 、 さ ら に 注 目 区 間 の 後 に 落 ち 着 い た 区 間 が
続 く か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ５ ） 、 落 ち 着 い た 区 間 が 続 く 場 合 に は 、 こ れ ら ２ つ
の 区 間 に 含 ま れ る シ ョ ッ ト の ア ク シ ョ ン 性 度 合 ５ ６ の 平 均 値 の 差 を 計 算 し て 、 こ の 計 算 結
果 を 、 注 目 区 間 と 次 に 続 く 区 間 と の 従 属 度 ６ ３ と し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ
６ ０ ６ ） 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 注 目 区 間 が 緊 迫 し た 区 間 や 落 ち 着 い た 区 間 で あ る 場 合 に も 、 上 記 ア ク シ ョ ン 区 間 の 場 合
と 同 様 に し て 、 そ れ ぞ れ 注 目 区 間 と 次 に 続 く 区 間 と の 従 属 度 ６ ３ を 計 算 し て 記 憶 部 ３ に 記
憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ７ ～ Ｓ ６ １ １ ， Ｓ ６ １ ２ ～ Ｓ ６ １ ６ ） 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ３ ． １ ０ 　 要 約 映 像 の 生 成
　 図 １ ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 、 要 約 映 像 の 生 成 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ま ず 、 利 用 者 が 操 作 部 ５ を 操 作 す る こ と に よ り 、 利 用 者 の 指 定 し た 要 約 映 像 の 制 約 時 間
が 入 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ １ ） 。 制 約 時 間 は 、 例 え ば 5, 10, 15, 20, 25, 30分 の い
ず れ か を 指 定 す る こ と に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 次 に 、 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ に よ り 、 映 像 デ ー タ が 時 間 軸 に 沿 っ て ｎ （ 例 え ば ｎ ＝ ２ ０ ）
等 分 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ２ ） 。 そ し て 、 こ の ｎ 等 分 さ れ た 各 期 間 に つ い て 、 要 約 映 像
生 成 部 １ ９ に よ り 次 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
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　 ま ず 、 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ は 、 注 目 し て い る 期 間 （ 注 目 期 間 ） に 含 ま れ る ア ク シ ョ ン 区
間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 そ れ ぞ れ が 占 め る シ ョ ッ ト 数 を 計 算 し （ ス テ ッ プ Ｓ ７
０ ３ ） 、 こ の シ ョ ッ ト 数 の 割 合 に 応 じ て 、 注 目 期 間 か ら 要 約 映 像 に 採 用 す る ア ク シ ョ ン 区
間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 の 時 間 長 （ 制 約 時 間 ） を 計 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ４
） 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 そ し て 、 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ は 、 注 目 期 間 に 含 ま れ る ア ク シ ョ ン 区 間 に お い て 、 ア ク シ
ョ ン 区 間 の 制 約 時 間 が 満 た さ れ る ま で 、 次 の よ う に し て シ ョ ッ ト の 採 用 を 行 う 。 す な わ ち
、 未 採 用 の シ ョ ッ ト の 中 で 、 主 体 が 存 在 し 、 か つ 、 ア ク シ ョ ン 性 度 合 の 最 も 高 い シ ョ ッ ト
を 採 用 し （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ５ ） 、 採 用 し た シ ョ ッ ト を 含 む ア ク シ ョ ン 区 間 に 隣 接 す る 区 間
の 中 か ら 従 属 度 の 高 い 区 間 を 選 択 し （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ６ ） 、 選 択 し た 区 間 に お け る 未 採 用
の シ ョ ッ ト の 中 で 、 上 記 採 用 し た シ ョ ッ ト を 含 む ア ク シ ョ ン 区 間 と 時 間 的 に 最 も 近 い シ ョ
ッ ト を 採 用 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ７ ） 、 と い う 処 理 を 、 ア ク シ ョ ン 区 間 の 制 約 時 間 が 満 た
さ れ る ま で 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ま た 、 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ は 、 注 目 期 間 に 含 ま れ る 緊 迫 し た 期 間 お よ び 落 ち 着 い た 期 間
に つ い て も 、 上 記 ア ク シ ョ ン 期 間 の 場 合 と 同 様 に し て シ ョ ッ ト の 選 択 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ
７ ０ ８ ～ Ｓ ７ １ ０ ， Ｓ ７ １ １ ～ Ｓ ７ １ ３ ） 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ は 、 以 上 の よ う に し て 採 用 し た シ ョ ッ ト を 、 要 約 映 像 デ ー タ ６ ４ と
し て 記 憶 部 ３ に 記 憶 さ せ る 。 な お 、 要 約 映 像 デ ー タ ６ ４ は 、 採 用 し た シ ョ ッ ト に 対 応 す る
部 分 を 映 像 デ ー タ ５ １ か ら 抜 き 出 し て つ な ぎ 合 わ せ る こ と に よ り 作 成 し た デ ー タ で あ っ て
も よ い が 、 採 用 し た シ ョ ッ ト に 対 応 す る 部 分 を 映 像 デ ー タ ５ １ に お い て 特 定 で き る 情 報 を
示 す デ ー タ で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 要 約 映 像 を 生 成 す る た め に 、 音 声 分 析 部 １ ４ に よ る 処 理 結 果 、 お よ び
主 体 検 出 部 １ ５ に よ る 検 出 結 果 に 基 づ く も の と し て 説 明 し て お り 、 こ れ ら は よ り 的 確 な 要
約 映 像 を 生 成 す る 上 で 有 用 で あ る も の の 、 こ れ ら を 省 略 し た と し て も 的 確 な 要 約 映 像 を 生
成 す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ４ ． 要 約 映 像 作 成 装 置 の ま と め
　 以 上 の よ う に 、 要 約 映 像 作 成 装 置 （ 映 像 編 集 装 置 ） １ で は 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 （ シ ョ ッ ト
認 識 手 段 ） １ ２ に よ り 、 映 像 デ ー タ ５ １ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て シ ョ ッ ト の 継 続 時
間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る 。 ま た 、 映 像 分 析 部 （ 映 像 認 識 手 段 ） １ ３ に よ り 、 映 像
デ ー タ ５ １ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 そ し て 、 区 間 抽 出 部 （ 強 調 区 間 特 定 手 段 ） １ ７ に よ り 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ お よ び 映 像
分 析 部 １ ３ に よ る 認 識 結 果 （ こ れ ら に 基 づ い て 指 標 生 成 部 １ ６ に よ り 生 成 さ れ る ア ク シ ョ
ン 性 度 合 ５ ６ 、 緊 迫 性 度 合 ５ ７ 、 落 ち 着 き 性 度 合 ５ ８ も 含 む ） に 基 づ き 、 映 像 デ ー タ の う
ち 強 調 区 間 （ ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 ） に 該 当 す る 区 間 を 特 定 す
る 。 ま た 、 従 属 度 検 出 部 （ 従 属 度 検 出 手 段 ） １ ８ に よ り 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ お よ び 映 像
分 析 部 １ ３ に よ る 認 識 結 果 に 基 づ き 、 各 強 調 区 間 の 間 の 従 属 度 合 を 検 出 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 そ し て 、 要 約 映 像 生 成 部 （ 要 約 作 成 手 段 ） １ ９ に よ り 、 シ ョ ッ ト 分 析 部 １ ２ お よ び 映 像
分 析 部 １ ３ に よ る 認 識 結 果 と 、 従 属 度 検 出 部 １ ８ に よ る 検 出 結 果 と に 基 づ き 、 強 調 区 間 か
ら 要 約 映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 要 約 映 像 作 成 装 置 １ で は 、 映 画 の 文 法 に 即 し た 要 約 映 像 、 つ ま り 編 集 上 強
調 さ れ た 強 調 区 間 と 、 こ れ ら 強 調 区 間 の 間 の 従 属 関 係 を 反 映 す る こ と に よ り 、 全 体 の 内 容
を 視 聴 者 が 的 確 に 把 握 し や す い 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ４ ３ 】
　 ま た 、 要 約 映 像 作 成 装 置 １ で は 、 音 声 分 析 部 （ 音 声 認 識 手 段 ） １ ４ に よ り 、 映 像 デ ー タ
５ １ に 付 加 さ れ た 音 声 デ ー タ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 音 声 に 含 ま れ る 楽 器 音 成 分 の
継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 し 、 区 間 抽 出 部 １ ７ 、 従 属 度 検 出 部 １ ８ 、 要 約 映 像 生
成 部 １ ９ に お け る 各 処 理 に 用 い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 映 像 に は 音 声 が 付 加 さ れ て い る 場 合 が 多 く 、 こ の 場 合 、 ア ク シ ョ ン 区 間 、 落 ち 着 い た 区
間 の 特 徴 的 性 質 は 、 上 記 音 声 に 含 ま れ る 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ と し て も 現 れ る 。 し
た が っ て 、 シ ョ ッ ト の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 と 、 映 像 の 動 き の 激 し さ に 応 じ た 特 徴
と に 加 え て 、 楽 器 音 成 分 の 継 続 時 間 の 長 さ に 応 じ た 特 徴 を 認 識 し 、 こ れ ら に 基 づ い て 強 調
区 間 の 特 定 、 従 属 度 合 の 検 出 、 要 約 映 像 と し て 採 用 す べ き 映 像 部 分 の 決 定 を 行 う こ と に よ
り 、 よ り 的 確 な 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ま た 、 要 約 映 像 作 成 装 置 １ で は 、 主 体 検 出 部 （ 主 体 検 出 手 段 ） １ ５ に よ り 、 映 像 デ ー タ
５ １ に 基 づ き 、 映 像 の 各 部 に つ い て 主 体 の 存 在 を 検 出 し 、 要 約 映 像 生 成 部 １ ９ に お け る 処
理 に 用 い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 主 体 の 存 在 す る 部 分 は 、 映 像 の 内 容 を 視 聴 者 に 伝 え る 上 で 重 要 な 部 分 と な り 、 そ の 部 分
を 優 先 的 に 採 用 し た 要 約 映 像 は 、 そ れ を 考 慮 し な い も の に 比 べ て 、 映 像 の 内 容 を 理 解 し や
す く な る 。 し た が っ て 、 主 体 の 存 在 を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 強 調 区 間 か ら 要 約
映 像 に 採 用 す べ き 部 分 を 決 定 す る こ と に よ り 、 よ り 的 確 な 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ５ ． 実 験 と 評 価
　 大 学 生 6名 の 被 験 者 に 、 要 約 映 像 作 成 装 置 １ に よ り 作 成 し た 要 約 映 像 （ 実 施 例 ） と 、 内
容 、 文 脈 と も に 考 慮 せ ず に 作 成 し た 要 約 映 像 （ 比 較 例 ） と を 見 比 べ て も ら い 、 ど ち ら の 方
が 、 映 画 の 内 容 、 話 の 流 れ が 理 解 し や す い 要 約 映 像 と な っ て い る か を 評 価 し た 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 比 較 例 と し て 、 以 下 の よ う な カ ッ ト の 頻 度 に よ る 要 約 映 像 を 作 成 し た 。 映 画 の 先 頭 か ら
5秒 毎 の フ レ ー ム に 対 し て 、 そ こ か ら 10秒 間 に 含 ま れ る カ ッ ト の 数 を 求 め る 。 こ の 10秒 間
に 含 ま れ る カ ッ ト 数 が 最 も 多 い フ レ ー ム か ら 順 に キ ー フ レ ー ム と す る 。 こ こ で キ ー フ レ ー
ム と は 、 要 約 映 像 を 作 成 す る 際 に 着 目 す る フ レ ー ム の こ と で あ る 。 キ ー フ レ ー ム が 含 ま れ
る シ ョ ッ ト を 先 頭 シ ョ ッ ト と し て 、 先 頭 シ ョ ッ ト か ら 合 計 時 間 が 10秒 を 越 え る ま で の シ ョ
ッ ト を 連 結 し 、 要 約 映 像 と し て 採 用 す る 。 要 約 映 像 の 時 間 長 が 目 的 の 時 間 に 達 す る ま で そ
の 処 理 を 繰 り 返 し 、 選 択 し た 区 間 を 時 間 順 に 並 べ る こ と で 要 約 映 像 と し た 。 こ の 比 較 例 の
要 約 映 像 は 、 シ ョ ッ ト の 長 さ が 短 く 、 映 像 と し て 印 象 の 強 い 区 間 の み を つ な ぎ 合 わ せ た 映
像 と な る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 2本 の 映 画 （ 「 ス ピ ー ド 2」 ヤ ン ・ デ ・ ボ ン 監 督 , 1997年 , ア ク シ ョ ン 、 「 A.I.」 ス テ ィ
ー ブ ン ・ ス ピ ル バ ー グ 監 督 , 2001年 , SF／ ド ラ マ ） に つ い て 、 実 施 例 と し て 作 成 し た 5分
お よ び 10分 の 要 約 映 像 と 、 比 較 例 と し て 作 成 し た 5分 お よ び 10分 の 要 約 映 像 と を 被 験 者 に
観 て も ら い 、 話 の 内 容 の 理 解 し や す さ 、 話 の 流 れ の 理 解 し や す さ の 2つ の 観 点 に つ い て 5段
階 評 価 を し て も ら っ た 。 5段 階 の 内 訳 は 、 5が 実 施 例 の 方 が よ い 、 4が ど ち ら か と い え ば 実
施 例 の 方 が よ い 、 3が ど ち ら と も い え な い 、 2が ど ち ら か と い え ば 比 較 例 の 方 が よ い 、 1が
比 較 例 の 方 が よ い で あ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 な お 、 使 用 し た 映 像 デ ー タ の 形 式 は 、 フ レ ー ム サ イ ズ 160× 120[pixel]、 フ レ ー ム レ ー
ト 30[frames/sec.]、 24ビ ッ ト カ ラ ー 、 オ ー デ ィ オ 形 式 は サ ン プ リ ン グ 周 波 数 22.050[kHz]
、 量 子 化 8ビ ッ ト 、 モ ノ ラ ル で あ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
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　 事 象 間 の 因 果 関 係 や 話 の 展 開 が 把 握 可 能 な 要 約 に な っ て い る か 否 か を 評 価 す る た め に 、
本 実 験 で 用 い た 映 画 を 観 た こ と が な い 被 験 者 に 対 し て は 、 あ ら か じ め 映 画 の あ ら す じ を 読
ん で も ら う こ と に よ っ て 、 あ る 程 度 話 の 内 容 を 理 解 し て も ら っ た 上 で 実 験 を 行 っ た 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 評 価 結 果 を 図 １ ５ に 示 す 。 図 １ ５ で は 、 6名 の 平 均 評 価 値 を プ ロ ッ ト し て い る 。 全 体 的
に 実 施 例 の 方 が 、 話 の 内 容 、 流 れ と も に 、 理 解 の し や す い 要 約 映 像 と な っ て い る 。 実 施 例
で は 、 編 集 上 強 調 さ れ た 区 間 と し て ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た 区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 を 抽
出 し 、 そ れ に 従 属 す る 区 間 も 求 め て 要 約 映 像 を 作 成 し て い る た め 、 比 較 例 よ り も 話 の 内 容
、 流 れ と も に 理 解 の し や す い 要 約 映 像 が 作 成 で き た と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 映 画 の 内 容 と 文 脈 を 考 慮 す る こ と に よ り 、 話 の 内 容 が よ り 理 解 し や す
い 要 約 映 像 を 作 成 す る 手 法 を 提 案 し た 。 映 画 の 文 法 に 基 づ き 、 ア ク シ ョ ン 区 間 、 緊 迫 し た
区 間 、 落 ち 着 い た 区 間 を 抽 出 す る こ と に よ っ て 、 内 容 が 効 果 的 に 伝 わ る よ う に 編 集 上 強 調
さ れ た 区 間 を 要 約 映 像 に 含 め る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 そ れ ら の 区 間 と の 従 属 関 係 を
求 め る こ と に よ り 、 前 後 の 話 の つ な が り も あ ま り 失 う こ と な く 、 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 な お 、 映 画 の 要 約 映 像 を 作 成 す る 上 で は 、 効 果 音 も 重 要 な 要 素 と 考 え ら れ る た め 、 効 果
音 も 考 慮 し て 要 約 映 像 を 作 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ５ ５ 】
　 本 発 明 は 、 映 画 や テ レ ビ ド ラ マ な ど ス ト ー リ ー を 有 す る 映 像 か ら 要 約 映 像 を 自 動 的 に 作
成 す る た め に 利 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 視 聴 者 に 提 供 さ れ る 映 像 視 聴 用 の 装 置 に 適 用
で き る ほ か 、 映 像 の 制 作 者 に 提 供 さ れ る 宣 伝 用 映 像 を 作 成 す る た め の 装 置 に も 適 用 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ５ ６ 】
【 図 １ 】 時 空 間 投 影 画 像 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 時 空 間 投 影 画 像 を 示 す 図 面 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 時 空 間 投 影 画 像 か
ら エ ッ ジ を 抽 出 し た エ ッ ジ 画 像 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 サ ウ ン ド ス ペ ク ト ロ グ ラ ム の 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 映 像 の 平 ら さ の 尺 度 を 求 め る た め の 演 算 に 用 い る 値 を 示 す 図 面 で あ り 、
（ ｂ ） は 映 像 の 平 ら さ の 尺 度 を 求 め る た め に 行 う エ ッ ジ 追 跡 の 順 序 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 要 約 映 像 作 成 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 要 約 映 像 作 成 装 置 に お け る 要 約 映 像 作 成 処 理 の 全 体 的 な 流 れ を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に お け る シ ョ ッ ト 長 さ の 検 出 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ８ 】 図 ６ に お け る 時 空 間 投 影 画 像 の 作 成 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ に お け る 動 き の 検 出 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ６ に お け る 音 楽 の 性 質 の 検 出 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 １ １ 】 図 ６ に お け る 主 体 の 検 出 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ６ に お け る 区 間 の 抽 出 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 ６ に お け る 従 属 関 係 の 検 出 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 １ ４ 】 図 ６ に お け る 要 約 映 像 の 生 成 処 理 の 具 体 的 な 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 比 較 例 と 比 較 し た 評 価 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ７ 】
　 １ 　 　 要 約 映 像 作 成 装 置 （ 映 像 編 集 装 置 ）
　 ２ 　 　 制 御 部
　 ３ 　 　 記 憶 部
　 ４ 　 　 デ ー タ 入 力 部
　 ５ 　 　 操 作 部
　 ６ 　 　 デ ー タ 出 力 部
１ １ 　 　 カ ッ ト 検 出 部
１ ２ 　 　 シ ョ ッ ト 分 析 部 （ シ ョ ッ ト 認 識 手 段 ）
１ ３ 　 　 映 像 分 析 部 （ 映 像 認 識 手 段 ）
１ ４ 　 　 音 声 分 析 部 （ 音 声 認 識 手 段 ）
１ ５ 　 　 主 体 検 出 部 （ 主 体 検 出 手 段 ）
１ ６ 　 　 指 標 生 成 部
１ ７ 　 　 区 間 抽 出 部 （ 強 調 区 間 特 定 手 段 ）
１ ８ 　 　 従 属 度 検 出 部 （ 従 属 度 検 出 手 段 ）
１ ９ 　 　 要 約 映 像 生 成 部 （ 要 約 作 成 手 段 ）
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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